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『ゴ ー ラ ク ナ ー ト 語 録 』 研 究

－ 「サブディー」（42－100）の本文と和訳

はじ めに

橋 本 泰 元

本 稿 は 『東 洋 学 論 叢 』 第32 号 の 拙 稿 に 引 き 続 い て、PitambaradattaBarathvala,Gorakha-Bani,Prayaga:HindiSahityaSammelana,2017(=1960,tritiyasamskarana

）［prathamasaniskarana1942 ］所 収の 、ゴ ーラク ナートに

よる教説 の二行 詩サブ デ ィー(sabadi ）全189fi （主 要テ クスト であ る写

本a 以 外の 写本 にあ るサ ブデ ィ ーを加 える と276 偶 ） の うち 第42 偶 か

ら 第100 偶 ま での本文 と和 訳を提示す るもので ある。

なお、 前号 と同 様 に 訳 文中 の（ ） は筆 者の 言い 換 え、〔 〕 内は

筆者 による補足 を、＊ は筆 者の訳注 を示す。

本文と和訳

avadhupurabadisivyadhikarogapachimadisimirtukasoga/

dachinadisamayakabhogauttaradisisidhakajoga//42//

遁世者は東方で熱病〔を患い〕、西方で死の悲しみ〔を味 わ引 。

南方で幻影の享楽〔に浸り〕、北方で成就者のヨーガC を得る〕。

dhutaratejedhutaiapabhisyabhojananahirhsamtapa/

ahuthapatanamaimbhisyakaraiteavadhusivapurlsamcarai//43//

詐欺によっておのれを馴し、乞食の食物が苦しみでなく。

三個半の街で乞食するならば、 〔その不誠実な〕遁世者はシヴァの街を

徘徊する。＊
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（25 ）

＊「三個半の街」の意味が不明であるが、原著者は「3.5腕尺の身体という街」

と解釈している。しかし、この行の後半部分の意味と文脈的な整合性がなく、

この一行の意味は不明瞭である。

gharabansogharaIdjanaibaharijatabhitarianai/

sarabanirantarikataimayasogharabarikahieniranjanaklkaya//44//

家 住 者と は家 のこ とを知っ ている 者、 〔家 の物が 〕外 に行けば内 に持 ち

帰る。

す べて の幻影 を常 に切 り払 う、 その よう な家住 者 は無染 な るも のの身

体［ を持つ者］ と言 われる。＊

＊「無染なるものJniraiijanaは最高実在である至高なるシヅア神のこと。

girahlsoJOgiraha】kayaabhiantarikltyagaimaya/sahajasilakadharaisarirasogirahigarigakanira//45//

家仕者とは身体を把捉している者なり、内奥の幻影を捨て去って。＊

本然なる戒を把持する身体、その〔ような身体を持つ〕家住者はガンガ

ー川の水〔の如く清浄なり〕。

＊ 「家仁者」の原語はgiralii＜grliinであり、「把捉している」の原潜はgiraliai

＜Vgrh であり、掛詞となっている。

amaraniramalapapanapunnisatarajabibarajitasunni/

sohamhanisasumiraisabadatihi 山paramarathaanantasidha//46//

不死、無垢、罪悪、福徳なく、純質・激質を捨離して虚空なる者。

「それは我、ハンサ（鳥）なり」ということばを憶念する者は、殊勝な

る無窮の成就者 〔となる〕プ

＊rr そ れは我、ハンサ（鳥）なり』ということば」の意味は、原著者の解釈に

よれば、ヨーガ行者が深い瞑想のなかで、無声無音で行う最もレベルの高い

念誦である「命息念誦」（ajapajapa)であ る。
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pasandlsokayapasalaiulatipavanaaganiprajalai/

byandanadeisupanaim 丿anasopasandlkahietattasamarhna//47//

異端 〔のヨーガ行〕者とは身体を曲折し、気息を逆流させ〔ヨーガの〕

火を燃え立たす。

ビンドゥ（精液）を夢のなかで漏らさず、そのような異端者が真実のな

かに没入している。＊

＊「異端者」の意味が文脈上不明であるが、ここでは古典ヨーガではないハタ

ヨーガを行じる人たちの自虐的あるいは謙遜する表現であろうか。

manavamjogigayaniadhipancatattalekanthagadhi/

simasarasanagyanaadharisumatipavari緬巾bicari//48//

意(manas)というヨーガ行者が身体という祠に〔住い 、5 大要素の檻

排布を作った。

忍耐という座具、知識という杖、思念という下駄、杭という思考[ をも

って]。

calatacandavasisisisiparaibaithabrahmaaganiparajalai/

adaiasanigotikabandhajavataprathmitavatakandha//49//

月は動き徐々にすべり落ちるが、ブラフマン（明知）の炎は不動に燃え

る。

堅固な坐法〔によってヨーガ行者は〕悉地［を得］、大地が存するまで

身体が存する。＊

＊「悉地」の原語gotika（くgiitika）baiidhaは、原注によればマントラで浄化した

丸薬をヨーガ行者が口に含むと姿を隠せる境地をいう。

yahumanasakatiyahumanaSivayahumanapaficatattakajiva/

yahumanalejaiUnamanarahaitautiniIokaklbata 山kahai//50//

この意はシャクティ、この意はシヴ ア、この意は五要素でで きた個我。

この意をもって至高の境地に至れば、〔行者は〕三界のことがらを語る。＊
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＊「至高の境地」の原語は、imamana ＜unmanaSo

（27 ）

avadhunavaghatirokiIaibatabaibanijaicausathihata/

kayapalataiabicalabidhachayabibarajitanipajaisidha//51//

遁世者よ、九門への道を閉ざせ、六十四の市で風の商い 〔が始まる〕。＊

肉体が堅固になり、〔肉体の〕影がなくなり成就者となる。

＊原著者の解釈によれば、「九門への道」は「肉体の九孔」、「六十四の市で風の

商い」は「肉体の六十四の関節に風（気）が通う」である。

avadhiidammakau もgahibaunamanirahibajyu 南bajabaanahadaturam/gaganamandalamaimtejacamamkaicandanahimtahamsuram//52//

遁世者よ、気息を調え至高の境地におれば、奏でられざる音がラッパの

ように鳴るだろう。

虚空界に、月もなく太陽もないのに、光が輝く。＊

＊「虚空界」とは、ハタヨーガの身体観が述べる頭頂にある「ブラフマンの孔」(biahmarandlira

）の意味。

sasausasabaikaiiifibhasibarokilehunavadvaraifi/

chathaichamasikayapalatibatabaunamamnirhjogaaparam//53//

呼 気 、吸気 を 〔徐々 に〕弱 め、 九門 を閉ざせ。

しば らくの間、 肉体 を堅固 にす れば、至 高の ヨーガ は無 上 なり。

avadhusahaifisranaripavanacalaigakotijhamamkainadam/

bahataricandabaisosyakiranipragatijabaada画//54//

遁世者よ、何千もの脈管に風が通れば、何千万ものナーダ（音）が鳴り

響く。

原初の光線が現れれば、七十二個の月を風が吸収する。

amavasakaigharijhilimilicandapunimakaigharisura 由/nadakaigharibyandagarajaibajantaanahadaturarh//55//
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新月のとき月は明滅し、満月のとき太陽が〔明滅する〕。

ナーダのときビ ンドゥが森き、奏でられざる音のラッパが鳴る。

ulatantanadampalatantabyandabaikaigharicinhasijyanda/

sumiimandalatahamnijharajhariyacandasurajileunamanidhariyam//56//

下 方 にゅく ナー ダと上 方に ゅくビ ンドゥ、風 のなか に不死 〔の要 素〕が

見 える。

空界 に

つ。

〔甘露が〕滴り落ちれば、月は太陽をともなって忘我の境地を保

＊難解な二行詩であるが、ハタヨーガの教説によれば次のように考えられる。

すなわち、月とナーダは女性原理、太陽とビンドウは男性原理である。月と

太陽の結合によって至高の境地の状態となると、空界（ブラフマ ンの孔）で

甘露が滴り始める。ナーダは微細な音素の活動態であり、次第に粗大な形態

に開展して創造の質量因となる。その創造を規定する粗大な形態が源泉に向

かう。そして、下方に向かっているビンドウが上方に向かい、時間の影響を

多く受ける気息（風）のなかに不死なる要素が見える。

avadhuprathamanannadajhama ふくaitejariganaripavana画/sltafiganaribyandakabasakoijogiJanatagavana

由//51//

遁世者よ、第一の脈管でナーダが鳴り響き、熱き脈管に風が通う。

冷たき脈管にビンドゥが住す、希なるヨーガ行者のみ〔その〕動きを知

る。＊

＊原著者の解釈によれば、「第一の脈管」は人体の中央を通るスシュムナー・ナ

ーリー、「熱き脈管」はピンガラー（スーリヤト ナーリー、「冷たき脈管」は

イラー（チャンドラ）・ナーリーを意味する。

uthantapavanarhravitapaiigabaithantapavanamcandani/

dahumnirantarijogibilambaibindabasaitahaiiijyanda ふ//58//

スーリヤ〔・ナーリー〕の風は活発で、チャンドラ〔・ナーリー〕の風

は止まっている。
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両方に等しくヨーガ行者は依止する、ビンドゥが住すところに不死〔の

要素がある故に〕丿

＊原著者は「両方に等しく」を［両者から離れて['1コ央を通る］スシュムナー・

ナーリーに」と解釈している。

ketaavaiketajatketamamgaiketaldiai/

keta ■sabirasatalirahaigorasaanabhaikasaurhkahai//59//

なんと多 く〔の修行者〕がやって来ては去っていき、

なんと多くが〔食物を〕要求して食べていることか。

なんと多くが樹下にいることか、ゴーラク〔ナート〕は無畏〔の境地〕

を誰に説いたらよいか。

parhidekhipanditarahidesisaramapanirhkarani 由utaribapara 血/badantagorasanathakahidhusasighatighatidipakasanipasunaamsi//60//

パ ン ディ ットよ、読 んで学 んだ精 髄を見続 け よ、己 の行 為に よって 〔そ

れを〕実 現せ よ。

ゴーラクナ ートは言 う、個 々の個我 に ［ブ ラフマ ンの］ 光輝が あり瞬時

ののち に眼か ら消え る、と誰 に証言し よう丿

＊原典では、2 行目の後半句の読みとしてgh 呻ghatidipaka(balai)sanipasuna

（pese）a郎i と（ ）内を補って挙げているが、典拠が明示されていない。筆

者には、この（ ）内は原著者が意味を判然とするために補ったものと思わ

れる。この読みに従えば、後半句は「個々の個我に〔ブラフマンの〕光輝が

輝くも、動物は眼で〔これを〕見られない」の意味になる。筆者は原典のpasu

をpas（ ペ ルシア語起源indづ のちに））の変形と解釈し、原著者はpasu

の変形と解釈している。

susabadehirabedhilaavadhujibh 頷karitakasala/augumnamadheguninakarilaitauce

］asakalasamsara//61//

正しきことばによって金剛石を貫け、遁世者よ、舌を無垢にして。

悪徳のなかで徳をなせ、そうすれば全世界が〔おまえの〕弟子となる。
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（30 ）abharathatesubharabhariyanijharajharatarahiya/sandethaimsurasanaduhelayumsatagurimaragakahiya//62//

満ちていなかったものがすべて満ちた、〔甘露の〕滝が堕ち続け。

砥石で鋭い剣が〔さらに〕尖った、正師が説いた道（方法）のように。

pyandaihoitaupadakiasabanininipajaicautarni/

dudhahoitaugh 巾kiasakaranimkaratabasara 血//63//

肉体があるなら足があり、森に四足獣が生まれる。

乳があるならギー（精製バター）があり、行為と振る舞いが精髄だ。＊

＊非常に不可解な二行詩である。原著者の解釈は次ぎのようである。すなわち「至

高のブラフマンは各々の個我に遍充している。このことを世俗的な粗大な意

味に理解すれば、至高のブラフマンはどこかに〔必ず〕存在する。しかし、

このように理解すれば、最高アートマンの身体のどこかの場に〔それが〕得

られることが必ず期待される。〔世俗の〕人々は最高アートマンを獲得するた

めに森を徘徊している。もし、ブラフマンの現証が森においてのみ生じると

すれば、それは四足獣のなかにも見つけられる期待をしなければならない。

もし乳のなかに最高アートマンが存在するのであれば、ギーのなかに期待す

る必要がある。しかしながら、このような表面的な事柄によっては最高アー

トマンは得られない。その根本の方法は行為・振る舞い、実践と理論すなわ

ち正しい生活方法なのである」。

manamaimrahinambhedanakahinambolibaarhrmiabam 皿Tl/agilaaganihoibaavadhutauapanahoibapamnim//64//

心に留めよ、秘密を口外せず、〔他者に快い〕甘美な言葉を言え。

先に火があれば、遁世者よ、自ら水になれ。

unamanirahibabhedanakahibapiyaban 油jharapaifinnfi/lankachadipalarikajaibatabaguramusalebabamn

岫//65//

至高の境地におれ、秘密を口外するな、〔甘露の〕滝の水を飲め。

ランカづ

＊「ランカー島を超えて行けば」の原語のうちpalanka( ま、原著者の脚注によれ

ば、写本c の読みではparalaiikaである。
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（31 ）nagrisobhantabahuJalamulabirasasabhasobhantapanditapurasa/rajasobhantadalapravamnimyumsidhasobliantasudhibudhikivaiimim//66//

街は多くの池や木々で美しく、集会はパンディットたちで輝きを増す。

王は信頼のおける兵隊によって威厳があり、同様に成就者は聡明な理性

のことばによって輝く。＊

＊ 目言頼のおける」の原語pravamnim は、原著者の解釈に従い、pram助i＜pramanika

の派生と解した。

biralajanantibhedaitmibhedabiralajanantidoipasacheda/

bilarajanantiakathakahaitmimbiralajanantisudhibudhiklbamnim//67//

不 二 なる秘 密 を希 なる 人しか知 らず、二元 の止 滅を希 なる人 しか知 らなV

稲

語ら れざ る物語 を希 なる人しか知 らず、聡 明 な理性の こ とば を希 なる人

しか知 ら ない。

uttarakhandajaibasunniphalakhaibabrahmaaganipaharibamciram/

nijharajharanai画airmirtapiyayummanahuvathirarh//68//

くう
ウッタラーカンドに行き空なる果を食べよ、ブラフマンの火を衣として

着よ。

滝のごとく落ちる甘露を飲め、こうして心は安定する。＊

＊「ウッタラーカンド」は、現ウタラーンチャル・プラデーシュ州とヒマーチ

ャル・プラデーシュ州に含まれる地域の名称で、古来、ヨーガ行者の修行の

聖地とされている。この二行詩は、旧来のヨーガ行者がウッタラーカンドに

赴き、滝の水を飲み自然の果物を食してヨーガ行に専念していることを批判

して、自己の身体の内部にある頭頂の孔ブラフマランドラというウッタラー

カンドに赴き、黄褐色の衣ではなくブラフマンの火を衣として身につけ、頭

頂の孔から滴り落ちる甘露を飲み、空なる果を食せ、とゴーラクナートが説

いているものと考えられる。
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（32 ）hindudhyavaidehiiramusalamanamaslta/jogidhyavaiparamapadajaharhdehuranamasita//69//

ヒンドゥー教徒は寺院で礼拝し、ムサルマーン（イスラーム教徒）はマ

スジッド（礼拝所）〔で礼拝する〕。

ヨーガ行者は最高位を念想し、そこには寺院もマスジッドもない。

hinduasaimalasakaumtahamachainasudai//70//

ヒンドゥー教徒はラーマと言い、ムサルマーンはフダーと言う、〔ヨー

ガ行者は〕不可視なるもの〔と言うが〕、そこにはラーマもフダー

もしゝなり稲＊

＊この詩節は一行しかなく、語彙も少なく異常である。おそらく書写生の誤記

と思われる。原著者の注記もない。内容的には直前の二行詩に連なるもので

あるので、意訳した。

pyandaihoitaumarainakolbrahmandedesaisabaloi/

pyandabrahmandanirantarabasabhanantagorasamachyandrakadasa//71//

身 体 に〔最高 ア ートマ ンが〕 あ れば誰 も死 なず、〔それ を〕 宇宙 （ブラ

フマ ーンダ） の中 に人みな見 る。

〔そ れは〕 身体 と宇宙 に遍 く 存在す ると、マ ッツェ ー ンドラ の弟子 ゴ ー

ラ クは 言う。

baithaavadhulohakisunticalataavadhupavanakimumthi/

sovataavadhujivatamuvabolataavadhupyanjaraiSuva/ ド72//

坐す遁世者は鉄の杭〔の如く不動で〕、動く遁世者は風の拳〔の如く速い〕。

寝ている遁世者は生 きながら死んでいる〔かの如く〕、話している遁世

者は鳥龍の鸚鵡〔の如し〕。

gora¥akahaisunahureavadhujagamaimaisaimrahanam ／amsaimdesibakamnaimsunibamusathaimkachunakahanam//73//

ゴーラクは言う、聞け、遁世者よ、世間ではこうして住め。

眼で見、耳で聞くだろうが、口では何もしゃべるな。

一
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nathakahaitumaaparasauhathakaribadanakaranam/

yahujugahaikamteIdbaridesidesipagadharanam//74//

〔ゴーラク〕ナートは言う、おまえは自己を守れ、論議に固執するな。

この世は練の畑、よく見て足を運べ。

gorasakahaisunaiimreavadhususupalathai 血dariye/lemudigaraIdsiramaimmelaitaubinahis

卯mariye//75//

ゴーラクは言う、聞け、遁世者よ、シシユパーラを恐れよ。

〔彼の〕梶棒を頭に受ければ、［寿命の］尽きることなく死んでしまう。＊

＊「 シ シュ パ ー ラ」は 『マ ハ ーバ ー ラ タ』に は ク リ シュ ナの 敵 と し て 登場 す るが 。

こ こ で は 原 著 者 の 注 釈 に 従 っ て、「死 神 」（Kala,Yama) の 意 味 に 解 釈 し た ほ う

が 文意 に 適 う。

町 寿 命 の 〕 尽 き る こ と な く」 の 原 語binahis 卯 の 禰卜khuti) は、 原 著 者 の 注

釈 に よ れ ばkhuttam( 「 壊 れ た 」） の 派 生 形 で あ る。 な お 、kliuttam はNaresKumar(ed.

）Apabhramsa-HindlKos バIndoVisionPvt.Ltd. 、1987）、Vol.1,p.273に よ

れ ば 、Hemacandra 編 纂 の ア パ ブ ラ ン シ ヤ語 辞 典De 趾Ndmamala （c1150) 、2.74

の記 述 で 、Skt. √trat,p.pt.の 派 生 とあ る。

drstiagredrstilukaibasuratilukaibakamna/

nasikaagrepavanalukaibatabarahigayapadaniraba 血 協//76//

眼 の 前 から視 覚の対 象を隠 し、 耳 の前 から聴 覚の対象 を 隠せ。

鼻の前 から嗅 覚の対 象を隠せ、 そ うす れば涅 槃の境位 が残 る。

avadhii.manasahamangindaboliyesuratiboliyecauganam/

anahadaleselibalagatabagaganabhayamaidanam//7フ//

遁世者よ、私の心はいわば球、〔私の〕憶念はいわば打球槌。

奏でられざる音をもって遊び始めたら、虚空は競技場となったプ

＊理解しにくい二行詩であるが、ハタヨーガの修練法をポロに喩えて表現して

いる。「奏でられざる音」は馬の隠喩、「虚空」は頭頂に想定されるブラフマ

ランドラの隠喩と考えられる。
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(34 ）paiicatattasidhammudayatababhetilainiranjananirakaram/manamastahastimilaiavadhutabalutilaimasaibhandaram//78//

五 大 要 素を 成就 者 は剃 り落 とし、無染、 無相 なる ものと 出会 っ た。

心 とい う酔象 を掌中 に収め れば、遁 世者 よ、無 尽の宝 蔵 を探 れ る。

aradhauradhabicidhariuthaimadhisunimmaimbaitha 鋲i/matavalakisangatiaikathantagora

卵naparamagatipai//79//

下方（呼気）と上方（吸気）の間に〔気息を〕保ちおき、中央の空（ブ

ラフマランドラ）に坐した。

陶酔者（シヴア）との同席を得て、ゴーラクは言う、最高の帰趨を得た。

dandisojeapadandaiavatajatimanasasandai/

pancaumindrikamaradaimamnasodandikahiyetatasamamna//80//

杖を持つ者（出家者）とは、自己を戒め、去来する心を破砕する。

五知覚器官の騎隆を抑える杖を持つ者は、真実に冥合した出家者と言う。

payalobhalapayalosabadathamnasahetithiti/

rupasamhetidisanalagatabasarvabhaiparatiti//81//

得たり、良いものを得たり、ことば〔によって至高〕の境位を伴った状

態を。

〔それが〕形態をもって見え出し、すべてが明らかになった。

aradhantakavalauradhantamadhyepramnapurisakabasa/

dvadasahamsaulaticalaigatabahimjotiprakasa//82//

下方の蓮華〔の中から〕上方の〔蓮華の〕中に 気息というプルシャが

入れば。

十二のハンサ鳥が逆〔の内面〕に飛び、そのとき光輝が発する。＊

＊「蓮華」は、ハタヨーガが説く身体内に想定される神経叢チャクラのこと判

断できる。「十二のハンサ鳥」は、意味が不明であるが、現著者は気息の意味

にとっている。
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(35 ）asanabaisibapavananirodhibathaiiinamai

柚nasabadhandha/badantagorakhanathaatama

ふvicarantajyu由jaladisaicanda//83//

座を組み、気息を抑えること、〔導師の〕地位と名誉はすべて生業なり。

ゴーラクナートは言う、アートマンを考察す れば水面に映る月の如し。

gorasabolaisunireavadhupancau 血pasaranibari/apaniatmarfiapabicaritabasovaupanapasari//84//

ゴーラクは言う、聞け、遁世者よ、五大要素の拡がりを払え。

己のアートマンを自ら考察せよ、そうして脚を広げて（ゆっくり）眠れ。

asaranyandi'abairikalakaisaimkararakhibagurukabhandara/

asaratoraunindramoiausivasakatilekarijorauni//85//

〔過度の〕食事と睡眠は敵の死神、いかにして導師の宝蔵を守ればよいか。

食事を少なく睡眠を抑え、シヴアとシャクティを合一させよ。

tabajamnibaanahadakabandhanaparaitribhuvananahi 南paraikandha/rakataIdretaaiigathai

画nachutaijogikahatamhiranaphutai//86//

奏 で られざる音 を統御し たら分かるだろう、三 界は崩れず五羅も崩れず。＊

精 液 も肢体か ら落 ちず、 ヨーガ行 者が金剛石 は壊 れず と言うこ とも。

＊この行を現著者は、「奏でられざる音を獲得したら、三界にはヨーガ行者の障

碍がなくなり、身体の崩壊がなくなるであろうと理解せねばならない」解釈

している。

sabadaekapiichibakahaugumday 出mbiridhithai 血kyu 出karihoibabala ふ/phulyaphulakalikyu

出hoipuchai 出kahaitogorasasoi//87//

一 つ のこ とば を訪 ねん、 答えあ れ、憐 れみ深 き導 師よ、老 人か らどうし

たら少年 にな れようか。

咲い た花が どうして蓄 に なれるか、 かく尋 ねて答 える はゴー ラクな り。

sunaumhodevalatajaujanjalarhamiyapivatatabahoibabalam/

brahmaaganisincitamula 南phulyaphulyaph 刮akaliphiriphula 山//88//
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聞け、院主よ、煩わしい俗事を捨てよ、甘露を飲めば少年になれる。

ブラフマンの火で根を潤せば咲 き終わった花が蓄となり再び開花する。

ulatyapavanamgaganasamoitababalarupaparatasihoi/

udaigi-ahiastahemagrahipavanamelabandhilaihastiyanijasalabhela//90//

気 息 を逆 流 させ 虚空 （ブラフマ ン孔） に収め よ、さ すれ ば少 年の姿 が 目

に見える。

日出 の家 に日没 〔を も たら い 、雪 の家 に風 を通 せば、 縛 られ た象 が自

分 の舎 で怯 える。＊

＊二行目の意味が不明である。原著者は［日出の家に日没をもたらす（＝ムー

ラーダーラに位置する太陽を沈める）ことによって、また雪( ＝月）の家＝

ブラフマン孔に気息を混入させることによって、縛ってある象（＝心）が自

分の象舎に（そこに象＝心はヨーガの成就のためにいなければならない、す

なわちアートマンを知らないので）やって来る」と解釈しているが、これも

分か ㈲こくい。「怯える」の原語bhela のbhel をbhiru と解釈した。Cf.J.Platts,jDictionaryofUrdu,ClassicalHindiandEnglish,p.200.

baraka 】asosaisolakalaposaicarikalasadhaianantakalajivai/uramadhuramajotijvalasidhisadhantacarikalapivai//91//12

のカラーを吸い取 り6 のカラーを涵養すれば、4 のカラーが成就し

無限のカラーが生 きる。

深い暗闇に光が輝き、悉地を修しつつ4 のカラーを飲む。＊

＊ 「 カ ラ ー」 はプ ラ ー ナ 聖典 の記 述 に よ れ ば, 月 の 満 ち 欠 け の16 部 分 の 意 味 で ，

そ の 名 称 はamrta,manada,pusa,pu 斗i,tusti,rati,dhrti,sasini,candrika,kanti,jyotsna,

§ri,priti,angada,puma,purnamrta で る。 月に は 甘 露 が あ り ，そ れ を 神 々

が飲 んで い る と考 え ら れ て い る。 自分 に カラ ー が 増 し て い き， 満 月 に16 カ ラ

ーで 月 は 満 ち る 。 黒 分 で ，15 日 間 に 蓄 積 さ れ た 甘 露 をagni,surya,visvadeva,varuna,vasatkara,indra,devarsi

，ajaikapat,yama,vayu,uma,pitrgana,kubera ，pasupati,prajapati

の順 番 で 神 々 が飲 み干 す 。 新 月 の と き 月 の 第16 番 目 の カ ラ

ーが 水 と薬 草 に入 る 。こ れ ら の 薬 草 を 食し 水 を飲 ん で， 雌 牛 た ち 動 物 は乳 を

出 し ， ヨ ー グ ルト が で き精 製バ タ ー （ギ ー） が で き る 。 護摩 の 献 供 に よっ て，
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ギーはvayiiの 助けを得て再び月に至るCf.sarma,R 助aprasad,Paiir向ikKos ，Varanasi:Jnanamandal,vi.sam.2028,p.92

。

この二行詩の意味は分かりにくい。現著者の解釈によれば「12 のカラー（ム

ーラーダーラにある太陽）を飲み乾せ（これによって太陽は甘露の滝を飲み

乾すことができなくなる。こうして)16 カラー（サハスラーラにある甘露の

源である月）を涵養せよ。こうして4 カラー（太陽の上方の月の甘露) が成

就する。これによって無限のカラーが満たされ，すなわちブラフマンを直証

できる人生を得られる」。

asadhasadhantagaganagajantaunamanilagatantatali/

ulatantapavana血palatantaba山nl血apivapivatajebrahmagyanin 岫//91//

成就し難きものを修練し、虚空を〔奏でられざる音で〕森かせ、至高の

境地〔の三昧〕に専念し。

気息を逆流させ、ことばを逆さまにし、飲み難きもの（甘露）を飲んで

いる者は、ブラフマンを知る者なり丿

＊ 一一一行 目 末尾 のtaliI よ、tan と し てPlatts の 辞 書 に よ れ ばabsorptiouinthoughtordevotioii

（p.305 ）BrhiHHindiK ぶ に よ れ ばsamadhi と し てあ り 、 こ こ で は そ の

意 味 に解 釈 し た 。

「 気 息 を 逆 流 させ 、こ と ば を逆 さま に し」 の 意 味 を 、原 著 者 は 「 気息 を 逆流

さ せ、 ス シュ ムナ ー 脈 管 に戻 し 」 と 解 釈し て い る 。

alesalesantaadesadesantaarasaparasatedarasajaifmim/

sunnigarajantabajantanadaalesalesantatenijapravamnim//92//

描き難きものを描き、見難きものを見る者は、〔最高実在を〕直接見る。

虚空を轟かし、ナーダを鳴らし、描き難きものを描く者は、自己の知覚

根拠〔によって最高実在を知る〕。

nihacalagharibasibapavananirodhibakadenalioiglrogi/

barasadinamaimtinibarakayapalatibanagabaiigabanasapat!jogi//93//

家 に 不動 に坐し、気 息 を抑 えれば、 決して病 人と なるこ となし。

年に三回、身体 を若 返らせ よ、鉛 と錫 と薬草 を用いて、 ヨーガ行者 よ。＊

-
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＊二行目後半句の原語naga,banga には訳語のような意味はないが、原著者の解

釈を援用した。

sodasanaricandraprakasyadvadasanarimaifmam/

sahamsranaripraifinakamelajahatfiasamsakalasivathamnam//94//

16 の脈管（イラー）に月が輝き、12 の脈管（ピ ンガラー）に太陽〔が

ある〕。

一千の脈管（スシュムナー）に気息が集まり、そこに無数のカラーであ

るシヴアが住す。＊

＊（ ）内の言い換えは原著者の解釈に従った。

avadhulramaragacandrabhanijaipyangulamaragabhamma画/susamanammaragaba

南nimboliyetriyamulaastharhna由//95//

遁世者よ、イラー脈管を月と呼び、ピンガラー脈管を太陽〔と呼ぶ〕。

スシュムナー脈管をヴァーニー（サラスヴァテイー）と呼んで、この三

者が根本所なり。

avadhukayahamannaliboliyedamboliyepavanatfi/

aganipalitaanahadagarajaibyandagolaurigagana由//96//

遁世者よ、われわれの身体は鉄砲で、気息は言わば火薬。

導火線で火を点ければ奏でられざる音が鳴り響き、ビンドゥの弾丸が虚

空に飛ぶ。

kajimula 山kuramnalagayabrahmalagayabedam/kaparisamnyasitirathabhramayanapayanrba

出乃apadakabhevam//97//

カ ー ズ ィー （イ スラ ーム法官 ） とム ッラ ー（学 僧） は グラ ーンを学 び、

ブ ラ ーフマ ンはヴェ ーダを学 んだ。

巡礼 者、 サ ンニ ヤース イーを聖地 が欺 き、 涅槃の境 地の 秘密 を誰も得 な

＊「巡礼者」の原語kapariは、ガンゴーツトリー（ガンガー川の源流近O で
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水を汲み天秤棒で担いで運び、その聖水をすべての巡礼地に捧げて歩く巡礼

者を意味する（HindiSabdSagar,p.9O2 ）。

devala鋲trasunnijatratirathajatra皿 知能/atitajatrasuphalajatrabolaiamniitabaninim//98//

寺院への旅は虚しい旅、聖地への旅は水〔への旅に過ぎず〕。

超越者への旅は実多き旅、甘露のことば〔への旅〕い

＊「超越者」は、ヨーガ行の成就者か、最高実在の二つの意味に考えられる。

adharadharebicariyadharayahimaimsoi/

dharaadharaparacahuvatabautinahimkoi//99//

下方を上方に考察した、上方の中にこそ、それ（最高実在）がある。

上方と下方が冥合すれば、そちらのほうに何 もない。＊

＊この二行詩の意味も理解しにくい。原著者によれば「ド方（空なるブラフマ

ン孔）にわれわれは最高実在（ブラフマン）の存在を考察した。この身体に

もそれは存在する（ムーラーダーラからサハスラーラに至るまでそれは存在

する）。ムーラーダーラに位置するクンダリニーがサハスラーラに住すシヅア

に冥合すれば、修行者にとって自己の経験知のほかには何も残らない」。

ubhamarumbaithamaru 画maruitijagatasuta/tinilokabhagaJalapasaiyakahamjaigauputa//100//

〔おまえが〕立っていようが殺す、座っていようが殺す、目覚めていよ

うが眠っていようが殺す。

三界に女陰の網を広げた、どこへ行くのか、息子よ。＊

＊死神kala の挑発の言葉と思われる。

-
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